









































































































































































































































きずにいる状況が窺えた。面談では、D 社と E 社のそれぞれどのような点
が魅力で、どのような点が不安なのかを聞き取り、比較できるよう紙に書
き出すことを行った。情報が不足している部分については、先輩社員との































































































X の職業理解にどのような影響を与えたのだろうか。以下では、次の 2 つ
の場面に焦点を当てて考察していきたい。
　ひとつは、5 月下旬に X がブライダル業界の就職活動が不調であること
から他の業界に目を向けるようになり、「自分の軸がぶれてきている気が














































































に対しては具体的に答えることができなかった（♯ 3、♯ 5）。一方で X は、
大手飲食チェーン E 社では「挑戦したいこと」が見つかったと語っている
（♯ 11）。ブライダル業界への就職を諦め E 社への入社を決意する過程に
おいて、X の中で何が起こっていたのだろうか。
　X が E 社への入社を決断するまでには、X 自身の想定を超えた予期せぬ
出来事がいくつも重なっていた。そもそも、X は飲食業界の仕事には当初
関心がなかった。もしも合同企業説明会に参加していなければ、もしも E
社のブースの前を通りかからなければ、X が E 社の採用担当者から声を
掛けられることはなかった。さらに、「断りきれずに、なんとなく」E 社
の説明を聞いたことによって、X は自分がこれまで知らなかった飲食業界












































































































































































リアセンターに対する調査結果― JILPT 調査シリーズ NO.116』 39-43
頁。個別相談に外部の専門家等による支援やサービスを「活用してい
る」と回答した大学は 68.1％で、具体的には「ハローワーク職員」の
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